
令
和
５
年
度

　大
会
結
果
報
告

野
球
部

第
70
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
山
形
県
大

会

　村
山
地
区
（
１
次
予
選
）
対

　山
形
商
業

　

０
対
13
敗
退

第
70
回
春
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
山
形
県
大

会

　村
山
地
区
予
選
（
２
次
予
選
）
対

　山
形
南

０
対
９
敗
退

第
1
0
5
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念

山
形
大
会
１
回
戦

　対

　高
畠

　５
対
１

　勝
利

第
1
0
5
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
記
念
山
形
大

会
２
回
戦

　対

　山
形
中
央

　３
対
15

　敗
退

バ
ス
ケ
部

第
75
回
（
令
和
５
年
度
）
藤
井
杯
・
高
野
杯
山
形

県
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
１

回
戦

　対

　置
賜
農
業
高
校

　61
―
71

　敗
退

令
和
５
年
度
村
山
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　１
回
戦

　対

　日
大

山
形
高
校

　42
―
1
4
3

　敗
退

令
和
５
年
度
第
74
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
兼
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
山
形
県
予
選
会
１
回
戦

　対

　

米
沢
興
譲
館
高
校

　62
―
1
1
1
敗
退

バ
レ
ー
部

令
和
５
年
度
村
山
地
区
高
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
予
選
リ
ー
グ

１
回
戦

　０
―
２

　対
山
形
学
院
高
校

２
回
戦

　０
―
２

　対
寒
河
江
高
校

令
和
５
年
度
山
形
県
高
校
総
体
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技

１
回
戦

　１
―
２

　対
南
陽
高
校

剣
道
部

令
和
５
年
３
月

　全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大

会

　団
体
出
場

　２
回
戦
敗
退

令
和
５
年
３
月

　魁
星
旗
争
奪
全
国
高
校
女
子

剣
道
大
会

　３
回
戦
敗
退

令
和
５
年
５
月

　村
山
地
区
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
剣
道
競
技

　団
体
３
位

令
和
５
年
６
月

　山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
剣
道
競
技

　女
子
団
体

　優
勝

同

　女
子
個
人

　ベ
ス
ト
８

　西
村
優
羽
・

富
田
紅
緒
（
３
年
）

令
和
５
年
６
月

　第
55
回
東
北
高
等
学
校
女

子
剣
道
選
手
権
大
会

　女
子
団
体
５
位

同

　女
子
個
人

　西
村
優
羽
・
富
田
紅
緒（
３

年
）
２
回
戦
敗
退

令
和
５
年
７
月

　令
和
５
年
度
山
形
県
総
合

体
育
大
会
剣
道
競
技

　女
子
団
体

　２
位

令
和
５
年
７
月

　玉
竜
旗
剣
道
大
会

　女
子

団
体

　３
回
戦
敗
退

令
和
５
年
８
月

　令
和
５
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
剣
道
大
会

　女
子
団
体
出

場
予
選
リ
ー
グ
敗
退

　

令
和
５
年
８
月

　令
和
５
年
度
東
北
総
合
体

育
大
会
剣
道
競
技
兼
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
３
年
富
田
紅
緒
県
選
抜
少

年
女
子
団
体
と
し
て
出
場
４
位

卓
球
班

令
和
５
年
度
村
山
地
区
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
卓
球
競
技

（
シ
ン
グ
ル
ス
）
男
子
９
名

　女
子
２
名

　

出
場

（
ダ
ブ
ル
ス
）
男
子
３
ペ
ア

　女
子
１
ペ
ア

出
場

（
学
校
対
抗
）
男
子

　１
回
戦
０
―
３
対
山

形
中
央

特
別
国
民
体
育
大
会
兼
第
50
回
東
北
総
合
体

育
大
会
卓
球
競
技
西
村
山
地
区
予
選
会

（
シ
ン
グ
ル
ス
）
男
子
６
名

　女
子
２
名
出

場
→
男
子
１
名
県
予
選
進
出

特
別
国
民
体
育
大
会
兼
第
50
回
東
北
総
合
体

育
大
会
山
形
県
予
選
会
卓
球
競
技

（
シ
ン
グ
ル
ス
）
１
回
戦

　高
城
駿
平

2
0
2
3
年
度

　山
形
県
卓
球
選
手
権
大
会

兼
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

　ジ
ュ
ニ
ア
の

部

　西
村
山
地
区
予
選
会
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

男
子
７
名

　女
子
２
名
出
場
→
男
子
２
名
県

予
選
進
出

テ
ニ
ス
班

河
北
町
民
テ
ニ
ス
大
会

　予
選
リ
ー
グ

　

１
勝
２
敗

　敗
退

水
泳

第
74
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
競
技
大
会
男
子
バ
タ
フ
ラ
イ
2
0
0
m
決
勝

工
藤
絆

　第
５
位

　

2
:3
0
.6
3

　東
北
大
会
出
場

男
子
バ
タ
フ
ラ
イ
1
0
0
m
予
選

　工
藤
絆

　

第
９
位

　

1
:0
3
.9
8

　

男
子
バ
タ
フ
ラ
イ
1
0
0
m
決
勝

　工
藤
絆

第
９
位

　

1
:0
3
.0
9

第
78
回
東
北
水
泳
大
会

男
子
バ
タ
フ
ラ
イ
2
0
0
m
予
選

　工
藤
絆

　

第
39
位

　

2
:3
4
.2
4

2
0
2
3
年
度
山
形
県
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

（
加
藤
総
業
杯
）
兼
国
体
予
選

男
子
バ
タ
フ
ラ
イ
2
0
0
m
決
勝

　工
藤
絆

第
５
位

　

2
:2
9
,7
9

　

男
子
バ
タ
フ
ラ
イ
1
0
0
m
決
勝

　工
藤
絆

　

第
９
位

　

1
:0
4
.0
7

放
送
部

第
70
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
な
ら
び
に
校
内
放
送
活
動

研
究
集
会

　山
形
県
大
会

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　第
１
位

『
中
の
人
の
思
い
と
僕
た
ち
の
未
来
』

ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門

　第
３
位

『
４
人
の
新
任
者
』

校
内
放
送
研
究
発
表
部
門

　第
２
位

『
部
活
動
と
委
員
会
の
新
体
制
』

（
以
上
３
作
品
は
全
国
大
会
出
場
）

第
47
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
鹿
児
島
大
会

　放

送
部
門

　（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）

オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

『
1
0
0
周
年
・
そ
し
て
1
0
0
年
後
へ
』

ブ
ロ
ッ
ク
６
位

（
参
加
し
た
48
作
品
中
、
21
～
24
位
相
当
）

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
『
人
を
紡
ぐ
マ
ル
シ
ェ
』

　令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
第
70
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
大

会
は
、「
飛
び
立
て
若
き
翼
・
北
海
道

総
体
2
0
2
3
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
北
の
大
地
、
帯
広
市
で
開
催
さ

れ
、
我
が
女
子
剣
道
部
は
山
形
県
女
子

団
体
代
表
校
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

小
規
模
校
か
ら
全
国
の
舞
台
に
立
っ
た

の
で
す
。

　全
国
48
代
表
校
の
中
で
、
本
校
生
徒

も
堂
々
と
行
進
し
、
全
国
の
晴
れ
舞
台

と
い
う
独
特
の
雰
囲
気
に
緊
張
感
を

増
し
な
が
ら
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
結

果
は
予
選
リ
ー
グ
敗
退
、
関
東
大
会
３

位
の
栃
木
代
表
校
に
善
戦
す
る
も
惜

敗
、
４
年
振
り
40
回
目
の
出
場
も
全
国

の
壁
の
厚
さ
を
痛
感
し
た
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　本
校
は
団
体
５
人
で
の
ぎ
り
ぎ
り
の

出
場
。
６
月
の
県
高
校
総
体
以
来
、
主

要
大
会
は
だ
れ
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く

最
初
か
ら
最
後
ま
で
５
人
の
チ
ー
ム
力

で
戦
い
抜
い
て
き
ま
し
た
。

　指
導
者
と
し
て
、
生
徒
た
ち
の
集
中

し
た
取
り
組
む
姿
勢
に
賛
辞
を
贈
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
関
係

者
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
頂

戴
し
た
こ
と
、
剣
道
部

O
B
・
O
G

の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
期
待
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
生
徒
と

共
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　左
沢
高
校
が
頑
張
れ
ば
、
卒
業
生
、

地
域
の
方
々
も
喜
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と

を
胸
に
刻
み
、
師
弟
同
行
、
チ
ー
ム
左

沢
と
し
て
、「
思
い
、
願
い
、
念
ず
れ
ば
、

大
輪
の
花
咲
く
」
と
信
じ
て
一
層
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

　結
び
に
、
左
沢
高
校
同
窓
会
の
ご
隆

盛
を
御
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　こ
の
度
の
左
沢
高
等
学
校

同
窓
会
総
会
の
役
員
改
選
で
、

会
長
を
引
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　前
会
長
の
毛
利
さ
ん
に
は
、

実
に
８
年
間
の
長
き
に
わ

た
っ
て
会
長
職
を
担
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　私
は
、
昭
和
45
年
に
左
沢

高
等
学
校
朝
日
分
校
に
入
学

し
ま
し
た
。
今
は
校
舎
の
跡

地
は
公
園
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
学
校
の
あ
っ
た

豊
龍
神
社
の
方
へ
向
か
っ
て

歩
い
て
い
く
と
、
昇
降
口
や

体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
俗

名
高
志
園
球
場
）
側
の
桜
回

廊
、
駐
輪
場
が
あ
り
ま
し
た
。

毎
日
バ
イ
ク
で
通
学
し
、
誰

よ
り
も
早
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

行
っ
て
整
備
を
行
い
、
朝
練

し
た
こ
と
な
ど
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

　当
時
の
分
校
は
、
全
日
制

と
定
時
制
の
４
ク
ラ
ス
が
あ

り
、
最
も
多
い
時
に
は
、
生

徒
数
が
4
9
9
名
と
日
本
一

大
き
い
分
校
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　部
活
動
も
盛
ん
で
、
特
に

所
属
し
た
野
球
部
、
そ
し
て
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
や
卓

球
部
、
柔
道
部
、
剣
道
部
、

山
岳
部
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

な
ど
色
々
あ
っ
て
賑
や
か
で

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　こ
ん
な
朝
日
分
校
も
少
子

化
と
い
う
社
会
情
勢
に
逆
ら

え
ず
、
残
念
な
が
ら
平
成
10

年
に
閉
校
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　令
和
４
年
、
左
沢
高
等
学

校
は
創
立
75
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
卒
業
生
は
１
万
１
千

人
を
超
え
、
県
内
外
で
大
い

に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
総
合
学
科
が
取
り
入

れ
ら
れ
、
髙髙
橋
校
長
先
生
の

も
と
普
通
科
目
と
専
門
科
目

の
中
か
ら
多
様
な
選
択
科
目

が
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
生
徒
た
ち
は
希
望
と

目
標
を
も
っ
て
、
精
力
的
に

学
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　部
活
で
は
、
女
子
剣
道
部

が
部
員
数
５
名
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
県
大
会
で
優
勝
し
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
放
送
部
は
、

毎
年
優
秀
な
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
。
伝
統
の
左
沢
花
火

大
会
で
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

担
当
し
地
域
に
溶
け
込
ん
だ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
野

球
部
は
、
甲
子
園
大
会
予
選

に
単
独
で
参
加
し
一
回
戦
を

突
破
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

員
は
、
お
盆
の
と
き
町
中
に

飾
る
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
の
飾

り
つ
け
を
行
う
な
ど
、
地
域

に
貢
献
し
地
域
に
根
ざ
し
た

高
校
と
し
て
高
い
評
価
を
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　現
在
の
生
徒
数
は
1
1
9

名
で
す
。
少
子
高
齢
化
と
は

い
え
年
々
生
徒
数
が
減
少
し
、

定
員
80
名
に
対
し
て
35
名
の

入
学
者
数
と
な
っ
て
お
り
、

出
身
別
で
は
、
大
江
町
５
名
、

朝
日
町
６
名
、
西
川
町
４
名
、

寒
河
江
市
13
名
、
河
北
町
１

名
、
中
山
町
２
名
、
山
辺
町

２
名
、
そ
の
他
２
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　今
の
状
況
を
鑑
み
ま
す
と
、

高
校
の
維
持
存
続
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
定

員
40
名
１
ク
ラ
ス
に
な
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
当
会
は
、

い
く
ら
か
で
も
減
少
を
食
い

止
め
る
べ
く
、
関
係
市
町
並

び
に
学
校
と
共
に
、
今
の
入

学
者
数
の
２
倍
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

左
沢
高
校
は
、
１
．
地
域
に

貢
献
し
て
評
価
を
得
て
い
る
。

２
．
学
業
に
お
い
て
は
履
修

科
目
を
選
択
し
精
力
的
に
学

業
に
励
ん
で
い
る
。
３
．
進

学
は
勿
論
、
就
職
も
親
身
に

な
っ
て
く
れ
て
い
る
な
ど
、

大
変
素
晴
ら
し
い
自
慢
で
き

る
校
風
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
良
い
と
こ
ろ
を
、
同
窓

生
の
皆
さ
ん
か
ら
も
積
極
的

に
宣
伝
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　同
窓
会
は
会
員
の
皆
さ
ん

と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
左
沢

高
等
学
校
を
末
永
く
見
守
り
、

素
晴
ら
し
い
人
材
が
巣
立
つ

こ
と
を
願
っ
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　し
か
し
、
卒
業
生
の
減
少

に
伴
い
同
窓
会
収
入
は
年
々

少
な
く
な
っ
て
お
り
、
維
持

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
の
内
容
を
精
査
し
、
ま

た
隣
接
す
る
高
校
の
状
況
な

ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
経
費

の
節
減
に
努
め
た
予
算
を
組

ん
で
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ

ま
か
ら
は
、
出
費
多
端
の
折

恐
縮
で
す
が
、
実
情
を
ご
賢

察
頂
き
同
窓
会
運
営
に
必
要

な
維
持
費
に
つ
い
て
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

    

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

同
総
会
活
動
支
援
の
お
願
い
に
つ
い
て

同
総
会
活
動
支
援
の
お
願
い
に
つ
い
て

左
沢
高
等
学
校
同
窓
会

　会
長

　

左
沢
高
等
学
校
同
窓
会

　会
長

　鈴
木

　芳
男

鈴
木

　芳
男

地
域
と
と
も
に
、

地
域
と
と
も
に
、生
徒
一
人

生
徒
一
人

ひ
と
り
が

ひ
と
り
が
輝
く
左
沢
高
校

輝
く
左
沢
高
校

　
　
　
　校

　長

　

校

　長

　髙
橋

　俊
彦

髙
橋

　俊
彦

　み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

令
和
５
年
度
か
ら
左
沢
高
校

校
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
髙

橋
俊
彦
と
申
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　春
の
季
節
に
は
、
次
第
に

雄
大
な
月
山
や
朝
日
連
峰
が

近
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
果
樹

の
色
彩
豊
か
な
花
が
咲
き
誇

り
、
新
緑
が
鮮
や
か
に
な
る

な
ど
、
日
々
感
動
を
覚
え
な

が
ら
通
勤
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
左
沢
高
等
学
校

同
窓
会
の
皆
様
に
は
本
校
の

教
育
活
動
に
つ
い
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
、
ま
た
、
後
援
会

活
動
な
ど
、
物
心
両
面
に
わ

た
り
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　左
沢
高
校
は
、
創
立
75
周

年
を
迎
え
ま
し
た
、
同
窓
生

の
皆
様
に
加
え
て
、
地
域
の

方
か
ら
も
様
々
な
場
面
で
支

え
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
本

校
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
地

域
社
会
を
担
う
有
為
な
人
材

の
育
成
」
を
目
指
し
、
日
々

教
育
活
動
を
実
践
し
て
お
り

ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
４

月
７
日
に
入
学
式
を
行
い
、

35
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
全

校
生
徒
１
１
９
名
、
教
職
員

39
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　５
月
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
た

こ
と
に
伴
い
、
各
種
の
教
育

活
動
が
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
様

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
学
習
で
は
、
引
き

続
き
、２
年
次
に
お
け
る「
地

域
課
題
探
究
」
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
町
の

現
状
や
課
題
を
高
校
生
の
視

点
で
捉
え
て
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
地
域
の
方
々
と
協
働
し
、

実
践
も
伴
い
な
が
ら
課
題
解

決
を
図
る
取
組
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　部
活
動
で
は
、
剣
道
部
が

６
月
の
県
高
校
総
体
で
４
年

ぶ
り
40
回
目
の
女
子
団
体
優

勝
を
果
た
し
、
全
国
高
校
総

体
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、

放
送
部
も
、
６
月
の
県
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
「
テ
レ
ビ

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
部
門
で
第

1
位
と
な
り
、
33
期
連
続
で

全
国
大
会
に
出
場
し
て
い
ま

す
。
7
月
に
は
、
野
球
部
が

全
国
高
校
野
球
選
手
権
山
形

大
会
の
開
幕
戦
に
臨
み
、
全

校
応
援
を
実
施
し
て
８
年
ぶ

り
の
勝
利
を
飾
り
、
ス
タ
ン

ド
で
校
歌
を
歌
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　本
校
で
は
、「
地
域
に
有

為
な
人
材
を
育
成
す
る
」
と

い
う
教
育
目
標
の
ほ
か
、
令

和
４
年
度
に
ス
ク
ー
ル
・
ポ

リ
シ
ー
（
育
成
す
る
資
質
・

能
力
等
）
を
策
定
し
て
お
り
、

こ
れ
を
実
現
す
る
よ
う
教
育

活
動
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
総
合
学
科
の
高
校

と
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
時
間
割
で

学
ん
で
い
る
こ
と
や
、
各
授

業
が
少
人
数
で
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
、
先
生
方
が
非
常
に

丁
寧
に
生
徒
と
接
し
て
い
る

こ
と
が
本
校
の
特
長
と
言
え

ま
す
。

　左
沢
高
校
は
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
、
と
て
も
学
校
生

活
に
前
向
き
で
学
習
に
も
努

力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

一
層
輝
く
よ
う
、
生
徒
・
教

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
お
力
添
え
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
左
沢
高
等
学

校
同
窓
会
の
益
々
の
ご
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

令和6年度の総会は
５月 ２６ 日（日）
午後５時から
　テルメ柏陵健康温泉館
当番学年は
昭 ６3 年卒・昭 ５3 年卒

◆
会
報
送
付
に
つ
い
て

　
　同
一
家
族
に
複
数
の

会
報
は
必
要
な
い
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
平

成
24
年
度
か
ら
1
部

に
し
、
年
長
者
宛
て
に

送
付
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
願
い
ま
す
。

◆
維
持
費
納
入
に
つ
い
て

　
　同
一
家
族
の
維
持
費

納
入
時
の
振
込
用
紙

の
記
入
は
合
計
で
、
通

信
欄
に
は
各
々
の
氏

名（
卒
年
）
と
金
額
を

書
い
て
下
さ
い
。

◆
維
持
費
を
納
入
い
た
だ

い
て
い
る
方
に
発
送

し
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

このロゴは3年次生の課題研究

農業の授業で作りました。

令和６年度に大江町の道の駅が

新しくなるので、そこで左沢高

校産の商品が一目でわかるため

のシンボルマークです。この

マークには左沢高校のイメージ

や学校で採れる果物をデザイン

の中に取り入れました。

左沢高校果樹園芸系列の左沢高校果樹園芸系列の
シンボルマークがシンボルマークが
出来ました！出来ました！

〈 1 〉２０２3年（令和５年）１０月２5日　第34号 左 沢 高 同 窓 会 報

第 34 号
発行／山形県立左沢高等
　　　学校同窓会

〒990-1121
山形県西村山郡大江町
大字藤田字山中816の3
電　話　0237－62－2169
ＦＡＸ　0237－62－4959

印刷／寒河江印刷㈱
〒991-0061
寒河江市中央工業団地58
電　話　0237－86－3361

飛び立て若き翼・北海道飛び立て若き翼・北海道

４年振り・・４０回目の出場　左沢を全国に！４年振り・・４０回目の出場　左沢を全国に！

インターハイ2023に出場してインターハイ2023に出場して

剣道部顧問　貝田裕昭先生剣道部顧問　貝田裕昭先生



ご
冥
福
を

お
祈
り

い
た
し
ま
す

令
和
４
年

　２
月

　岡
崎

　義
昭

�

（
分
定
昭
31
卒
）

　５
月

　那
須

　利
子

�

（
本
定
修
昭
25
卒
）

　６
月

　佐
藤
ゆ
か
り

�

（
本
全
昭
60
卒
）

　８
月

　佐
藤
時
男

�

（
分
定
昭
35
卒
）

　８
月

　工
藤
辰
也

　
　

�

（
旧
職
員
）

　10
月

　茂
木
源
雄

　
　

�

�

（
旧
職
員
）

　11
月

　阿
部
秀
而

　

�

（
旧
職
員
）

　11
月

　川
添
幸
子

�

（
本
全
昭
51
卒
）

　11
月

　浅
井
達
弥

�

（
分
全
昭
58
卒
）

　12
月

　佐
藤
政
之
助

�

（
旧
職
員
）

令
和
５
年

　１
月

　佐
竹
辰
也

�

（
本
全
平
七
卒
）

　１
月

　小
関
崇
夫

�

（
旧
職
員
）

　２
月

　塚
本
慶
宗

�

（
分
定
昭
29
卒
）

　７
月

　伊
藤

　豊

�

（
本
定
修
昭
32
卒
）

短
大
生
活
を
通
し
て

杉
沼

　愛
花

　

（
令
５
卒
）

　私
は
、
高
校
を
卒
業
し
短

大
生
と
な
っ
た
今
、
毎
日
忙

し
く
学
問
に
励
ん
で
い
ま
す
。

短
大
生
と
い
う
も
の
は
一
つ

の
授
業
が
90
分
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
最
初
の
頃
は
そ
の

生
活
に
慣
れ
ず
大
変
で
し
た
。

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
こ
と
も

あ
り
、
想
像
し
て
い
た
短
大

生
活
の
倍
以
上
は
忙
し
く
、

毎
日
疲
れ
な
が
ら
も
大
変
充

実
し
た
生
活
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。

　通
っ
て
い
る
短
大
は
、
実

習
も
行
う
た
め
マ
ス
ク
は
必

ず
着
用
し
、
体
調
の
管
理
を

行
う
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て

い
ま
す
。
講
義
や
実
習
な
ど

授
業
を
通
し
て
、
子
供
が
好

き
な
だ
け
で
は
務
ま
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　希
望
す
る
保
育
者
に
な
る

た
め
に
は
、
子
供
の
た
め
の

安
全
な
環
境
を
作
る
こ
と
や

成
長
で
き
る
よ
う
な
遊
び
の

提
供
、
保
護
者
へ
の
対
応
、

育
児
相
談
な
ど
様
々
な
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　高
校
を
卒
業
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
大
き
な
夢
へ
の
第

一
歩
に
な
り
ま
す
。
高
校
の

時
よ
り
も
大
変
な
の
は
確
か

で
す
が
、
短
大
生
と
し
て
、

保
育
者
の
卵
と
し
て
、
ま
だ

ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が

将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
こ
れ

か
ら
も
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

•
•
•
•
•

新
会
員
あ
い
さ
つ

新
会
員
あ
い
さ
つ

訃報
（敬称略）

◇
編
集
長

　花
山

　護

◇
編
集
委
員

　宮
林
良
幸

　若
月
加
代
子

　佐
藤
憲
史

　佐
竹
宗
弘

　

　伊
藤
好
浩

　松
田
栄
子

あ
の
頃
・
こ
の
頃

お

た

よ

り

【支出の部】	 （単位：円）

項　		目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　考

事務通信費 20,000 30,000 ▲	10,000

会 議 費 16,800 30,000 ▲	13,200 総会等

会報発行費 870,000 854,100 15,900 印刷費、発送費等

名簿管理費 168,000 55,000 113,000 管理会社委託

人 件 費 250,000 250,000 0

慶 弔 費 10,000 20,000 ▲	10,000 弔電

助 成 金 150,000 150,000 0 生徒会,後援会,支援する会

交 際 費 25,000 20,000 5,000

諸 費 23,000 24,000 ▲	1,000 同窓会入会資料

表 彰 費 20,000 20,000 0 トロフィー、永年勤続

合	　		 計 1,552,800 1,453,100 99,700

【収入の部】	 （単位：円）

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 備　考

入 会 金 260,000 190,000 70,000 5,000 × 52 名

会 　 費 52,000 38,000 14,000 1,000 × 52 名

維 持 費 900,000 900,000 0

雑 収 入 68 3 65 利子等

繰 越 金 40,732 25,097 15,635 前年度より

繰 入 金 300,000 300,000 0 特別会計より

合 　 計 1,552,800 1,453,100 99,700

【収入の部】	 （単位：円）

項目 収入額 備　　考

繰 越 金 894,404 令和 4年度より

利 子 6

合 計 894,410

令和5年度　一般会計予算書

令和5年度　特別会計予算書

◆令和4年度　事業経過報告書◆

　　令和4年

　　4月8日　入学式　コロナのため出席なし

　　　　18日　三役会議

　　　　27日　会計監査

　　　　　　　　　

　　5月2日　創立記念式典　会長出席

　　　　9日　三役会議

　　　　29日　総会　大江町中央公民館ぷくらす

　　　　　　　　　三役と常任幹事の出席

　　　　　　　　　来賓に丹野学校長先生を

　　　　　　　　　	永年勤続表彰は後日改め

て学校にて授与すること

に

　　　　　　　　　(大泉牧子先生)

　　7月11日　左沢高校を支援する会　

　　　　　　　　　(左沢高等学校会議室にて)	

　　　　29日　	第一回編集会議　加藤富貴、

佐藤憲史、高橋順子

　　9月9日　	第二回編集会議　加藤富貴、

若月加代子、高橋順子

　　　　20日　	第三回編集会議　加藤富貴、

高橋順子

						　

　　10月6日　最終校正

　　10月12日　	会報33号納入(A3,1枚でDM折

りに依頼)

　　　　14日　封入作業　生徒にて

　　　　19日　同窓会会員に7214通発送

　　　　20日　	校内マラソン大会　トロフィー

授与

　　令和5年

　　2月28日　	同窓会入会式　毛利会長、

　　　　　　　　佐竹副会長、佐竹宗弘出席	

　　　　

　　3月1日　卒業式　毛利会長出席

◆令和5年度活動方針◆
1．同窓会の親睦と交流を深め、日常の活動をと

おして母校の発展に寄与し、{左沢高校を支
援する会}に、積極的に参加し協力していく。

2．同窓会会報第34号を発行し、同窓会員の活動
並びに母校の現状を知らせる。

3．令和6年度の総会は当番制とし、満年齢55歳
（昭63卒）、満年齢65歳（昭53卒）の学年委員
を実行委員とする。

��

５
月
28
日
（
日
）、
テ

ル
メ
柏
陵
を
会
場
に
、
髙髙

橋
俊
彦
校
長
先
生
、
松
田

清
隆
大
江
町
長
を
お
招
き

し
、
令
和
５
年
度
左
沢
高

等
学
校
同
窓
会
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

��

席
上
、
毛
利
登
志
浩
同

窓
会
会
長
の
ご
勇
退
に
よ

る
改
選
が
行
わ
れ
、
鈴
木

芳
男
氏
が
新
同
窓
会
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

��

８
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
当
会
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
毛
利
前
会
長
と
、
31
年

間
当
会
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
同
窓
会
事
務

局
職
員
高
橋
順
子
氏
に
は
、

鈴
木
新
会
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

犬
飼
透
先
生
に
つ
い
て
は
、

永
年
勤
続
職
員
表
彰
（
10

年
勤
続
）
を
行
い
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

��

そ
の
他
、
令
和
４
年
度

事
業
経
過
報
告
と
三
つ
の

会
計
（
一
般
会
計
・
特
別

会
計
・
維
持
費
会
計
）
の

決
算
報
告
、
並
び
に
、
令

和
５
年
度
活
動
方
針
や
事

業
計
画
、
予
算
案
が
審
議

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

��

さ
て
、
決
算
書
に
よ
れ

ば
、
生
徒
数
の
激
減
に
よ

る
新
入
会
員
の
減
少
な
ど

か
ら
大
変
厳
し
い
会
計
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
か
ら
頂
戴
す
る
維
持

費
の
収
入
額
に
よ
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
会
報

を
毎
年
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

��

同
窓
生
の
皆
さ
ん
を
つ

な
ぐ
唯
一
の
同
窓
会
会
報

で
す
。
何
と
か
会
報
が
発

行
継
続
で
き
ま
す
よ
う
会

員
の
皆
さ
ま
方
か
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
お
声
掛
け
頂
き
、

一
人
で
も
多
く
の
会
員
様

か
ら
維
持
費
を
納
入
し
て

「
令
和
５
年
度
総
会
を
開
催
」

昭
和
53
年
3
月
卒
業

渡
辺

　政
一

　私
た
ち
昭
和
53
年
卒
業
生

は
、
と
に
か
く
仲
が
良
か
っ

た
。　同

級
生
は
当
然
で
す
が
、

下
級
生
や
先
生
方
、
そ
し
て

地
域
の
方
々
と
も
う
ま
く
付

き
合
う
こ
と
が
で
き
、
そ
し

て
、
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　部
活
動
で
は
、
合
宿
や
大

会
前
と
な
る
と
先
輩
方
が
指

導
に
来
て
く
れ
て
、
多
く
の

青
春
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
も
う
時
効
で
す
か

ら
お
話
し
し
ま
す
が
、
友
達

の
家
に
集
ま
っ
て
は
夜
遅
く

ま
で
遊
ん
だ
も
の
で
し
た
。

楽
し
か
っ
た
な
ぁ
。

　そ
ん
な
仲
間
達
で
す
の
で
、

卒
業
後
の
同
級
会
は
そ
れ
は

そ
れ
は
大
変
楽
し
い
も
の
で
、

中
学
校
の
同
級
会
よ
り
も
優

先
し
て
企
画
し
た
も
の
で
し

た
。　ま

た
、
同
級
生
の
半
分
く

ら
い
が
地
元
に
残
り
ま
し
た

が
、
私
も
地
元
役
場
に
就
職

し
、
青
年
団
活
動
に
没
頭
し

た
青
年
時
代
で
し
た
。

　今
年
で
64
歳
に
な
り
ま
す

が
、
健
康
に
留
意
し
、
こ
れ

か
ら
も
地
域
活
動
を
通
し
て

町
の
た
め
に

恩
返
し
し
て

い
き
た
い
と

考
え
て
お
り

ま
す
。

　７
月
７
日
、
第
1
0
5
回

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

大
会
山
形
大
会
の
開
幕
戦
で
、

高
畠
高
校
と
戦
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
炎
天
下
、
開
会

式
は
ほ
ど
な
く
終
わ
り
、
緊

張
と
興
奮
が
ま
だ
冷
め
な
い

中
、
12
時
30
分
に
開
幕
戦
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
フ
ァ
ン
や
各
校
野
球

部
員
、
保
護
者
の
視
線
が
集

ま
る
大
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
さ
ぞ
か
し
緊

張
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
私
の
予
想

は
良
い
意
味
で
裏
切
ら
れ
、

ほ
ど
よ
い
緊
張
感
を
保
ち
な

が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
表
情

だ
っ
た
こ
と
に
安
心
し
ま
し

た
。
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
っ
て

後
攻
を
取
る
と
思
い
き
や
、

主
将
の
井
上
利り

く玖
君
は
先
攻

を
取
り
ま
し
た
。
守
り
で
は

な
く
攻
め
の
姿
勢
が
感
じ
ら

れ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

初
回
、
阿
部
奏か
な
と翔
君
の
三
塁

打
と
ス
ク
イ
ズ
で
１
点
を
先

制
。
左
沢
の
流
れ
を
作
れ
た

こ
と
は
と
て
も
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
同
点
に
追
い

つ
か
れ
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に

加
点
し
、
相
手
投
手
の
疲
れ

も
あ
っ
て
好
機
を
も
の
に
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　今
の
３
年
生
は
、
入
学
し

て
か
ら
公
式
戦
は
な
か
な
か

勝
て
ず
、
ま
た
新
チ
ー
ム
に

な
っ
て
か
ら
今
年
の
練
習
試

合
で
も
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
腐

ら
ず
、
ひ
た
む
き
に
野
球
に

取
り
組
む
姿
は
素
晴
ら
し

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た

新
チ
ー
ム
に
な
っ
た
と
き
に

監
督
が
「
上
級
生
に
な
る
と

整
備
も
せ
ず
ふ
ん
ぞ
り
返
っ

て
い
る
チ
ー
ム
は
弱
い
。
上

級
生
が
整
備
を
す
る
チ
ー
ム

こ
そ
強
い
。」
と
言
っ
た
こ

と
を
３
年
生
に
な
っ
て
体
現

し
て
く
れ
ま
し
た
。
試
合
に

な
か
な
か
勝
て
な
く
て
も
、

謙
虚
に
地
道
に
前
を
向
く
強

さ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　お
陰
で
、
左
沢
高
校
の
夏

の
大
会
８
年
ぶ
り
の
勝
利
の

校
歌
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
こ
数
年
は
部
員
も

少
な
く
、
助
っ
人
を
借
り
て

参
加
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
が
、
よ
う
や
く
念
願

の
公
式
戦
勝
利
を
勝
ち
取
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　２
回
戦
で
は
好
投
手
の
武

田
陸り

く玖
君
を
擁
す
る
山
形
中

央
高
校
と
の
対
戦
に
な
り
ま

し
た
。
Ｕ
―
18
日
本
代
表
の

武
田
君
が
先
発
で
投
げ
、
我

が
チ
ー
ム
は
３
番
阿
部

友と
も
ひ
ろ大
君
の
ヒ
ッ
ト
と
４
番

主
将
の
井
上
利
玖
君
の
３
塁

打
に
よ
る
２
連
続
安
打
で
、

１
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
武
田
君
は

マ
ウ
ン
ド
を
降
り
ま
し
た
が
、

２
点
を
追
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
初
戦
の
勝
利
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

山
形
中
央
戦
の
攻
撃
も
見
事

だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
結
果

は
３
対
15
で
力
の
差
を
見
せ

つ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
気
持

ち
で
は
決
し
て
引
け
を
取
ら

な
い
戦
い
で
し
た
。

　夏
の
大
会
８
年
ぶ
り
の
勝

利
と
と
も
に
開
幕
戦
と
い
う

大
舞
台
で
の
勝
利
は
、
選
手

は
も
ち
ろ
ん
左
沢
高
校
の
生

徒
の
皆
さ
ん
に
も
き
っ
と
勇

気
を
与
え
て
く
れ
た
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
対
戦
当
日
は
、

生
徒
・
保
護
者
の
方
々
は
も

と
よ
り
学
校
関
係
者
や
町
の

方
々
な
ど
、
町
を
挙
げ
て
の

応
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　選
手
が
大
舞
台
で
結
果
を

残
せ
た
こ
と
は
、
地
域
の
皆

様
や
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
勇

気
を
い
た
だ
い
た
か
ら
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
暑

い
中
、
熱
き
応
援
を
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

８
年
ぶ
り
の
勝
利

頂
き
ま
す
よ
う
ご
支
援
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

佐
藤
憲
史

【支出の部】	 （単位：円）

項目 支出額　 備　　考

繰 出 金 300,000 一般会計へ

合 計 300,000

　こ
の
度
、
新
編
集
長
に
選

任
頂
き
ま
し
た
花
山
護
（
分

全
昭
52
卒
）
と
申
し
ま
す
。

ま
た
、
新
事
務
局
員
に
竹
田

花
子
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　令

和
５
年
度
の
総
会
に
は

残
念
な
が
ら
欠
席
と
な
り
ま

し
た
が
、
23
年
間
に
わ
た
り

本
会
報
の
編
集
に
携
わ
っ
て

頂
い
た
加
藤
富
貴
編
集
長
も

退
任
と
な
り
ま
し
た
。
紙
面

を
通
じ
、
長
い
間
同
窓
生
を

つ
な
い
で
頂
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
こ
の
同
窓
会
報
で

す
が
、
新
規
会
員
と
な
る
生

徒
数
の
激
減
な
ど
で
、
予
算

の
確
保
が
難
し
く
な
り
印
刷

費
や
発
送
料
の
捻
出
が
で
き

な
い
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
理

由
か
ら
大
変
心
苦
し
く
思
い

ま
す
が
、
こ
の
度
は
、
維
持

費
を
納
入
し
て
頂
い
た
方
を

中
心
に
会
報
を
発
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
お
忙
し
い
中
、
会

報
に
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ

い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　同
会
報
は
、
同
窓
生
の
皆

さ
ま
を
つ
な
ぐ
唯
一
の
手
段

と
し
て
重
要
な
会
報
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
今
後

と
も
継
続
で
き
ま
す
よ
う
ご

理
解
を
頂
く
と
共
に
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

注：特別会計とは創立50周年等記念事業時の
賛助金の残金を原資として設けた会計です。

《
転
出
》
（

　）
内
は
勤
続
年
数

丹
野

　学

　
　校
長(

2)

　
　県
立
山
形
北
高
校

三
浦
み
ど
り

　国
語(

5)

　
　県
立
谷
地
高
校

結
城

　正
克

　社
会(

3)

　
　人
身
安
全
少
年
課

斉
藤

　瑠
花

　保
体(

1)

　
　県
立
山
形
工
業
高
校

誉
田
由
加
子

　家
庭(

15)

　
　退
職(

再
任
用)

笹
原

　育
美

　農
業(

4)

　
　退
職

《
転
入
》

髙
橋

　俊
彦

　
　校
長

　
　県
立
天
童
高
校

清
野

　都

　
　
　国
語

　
　県
立
庄
内
総
合
高
校

佐
竹

　亮
輔

　
　社
会

　
　新
採

佐
藤

　美
香

　
　音
楽

　
　新
採

羽
島

　基
裕

　
　保
体

　
　新
採

村
田

　耶
々

　
　農
業

　
　新
採

人
事
異
動

人
事
異
動
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野
球
部
監
督
　
山
口
　
博
之
先
生

〈
編
集
後
記
〉


